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嘉
島
町
は
、
熊
本
地
震
の
本
震

発
生
か
ら
４
カ
月
に
な
る
８
月
16

日
、
地
震
で
亡
く
な
っ
た
町
民
４

人
の
方
の
慰
霊
祭
を
嘉
島
斎
場
で

開
催
し
ま
し
た
。
遺
族
や
関
係
者

約
１
２
０
人
が
参
列
、
犠
牲
者
の

冥
福
を
祈
り
、
復
興
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。  

※
表
紙
参
照

　

町
内
で
は
、
４
月
16
日
の
本
震

で
、
鯰
の
冨
岡
王
將
さ
ん
、
田
端

强
さ
ん
、
上
六
嘉
の
奥
田
久
幸
さ

ん
が
倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ

て
死
亡
。
上
仲
間
の
本
田
金
一
さ

ん
は
救
助
後
、
５
月
12
日
に
入
院

先
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
で
黙
と
う
の
後
、
荒
木
町

長
は
、「
大
切
な
ご
家
族
や
ご
親

族
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
の
お
気
持

ち
を
思
う
と
、
今
な
お
哀
惜
の
念

に
堪
え
ま
せ
ん
。
現
在
も
多
く
の

方
々
が
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
道
路
や
堤

防
の
復
旧
は
進
み
、
企
業
や
商
業

施
設
も
営
業
を
再
開
す
る
な
ど
、

復
興
は
確
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
一
日
も
早
く
日

常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
一

　

去
る
四
月
十
四
日
、
十
六
日
、

私
た
ち
は
か
け
が
え
の
な
い
家
族

を
亡
く
し
ま
し
た
。

　

命
を
落
と
さ
れ
た
お
一
人
お
一

人
は
あ
の
日
も
人
生
の
中
の
一
日

を
い
つ
も
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

た
だ
け
な
の
に
、
突
然
こ
の
地
震

に
よ
り
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

町
も
一
変
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
見

て
い
る
風
景
が
、
思
い
出
が
い
っ

ぱ
い
詰
ま
っ
た
も
の
が
、
無
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

あ
の
日
の
事
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

地
震
で
倒
壊
し
た
家
屋
の
下
敷
き

に
な
っ
た
父
に
「
じ
い
ち
ゃ
ん
、

大
丈
夫
ね
、
大
丈
夫
ね
」
と
、
何

度
も
声
を
掛
け
ま
し
た
が
返
答
も

な
く
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

父
は
、
本
当
に
働
き
者
で
し
た
。

ま
た
趣
味
多
彩
な
ひ
と
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
誰
よ
り
も
孫

を
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
。

　

今
で
も
、
私
た
ち
家
族
は
、
現

実
な
の
で
し
ょ
う
が
、
ま
だ
実
感

が
わ
き
ま
せ
ん
。
あ
っ
と
い
う
間

に
、
四
カ
月
が
経
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

地
震
直
後
、
命
か
ら
が
ら
逃
げ

出
し
た
私
た
ち
を
、
近
隣
の
方
々

も
、
被
害
に
遭
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
力
で
助
け
て
く
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
職
員
、
関
係
者
の
皆

様
方
に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
、
嘉
島
町
の
復
旧
、

復
興
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
様
、

ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
や
す
み
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
私
た
ち
を
お
守

り
く
だ
さ
い
。

犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
黙
と
う

す
る
遺
族
と
参
列
者

平
成
28
年
熊
本
地
震
嘉
島
町
慰
霊
祭

献花し手を合わせる参列者
式辞を述べる荒木町長

犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り

復
興
へ
の
誓
い
新
た
に

層
復
興
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
住
み
よ
く
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
ま
す
」
と
追
悼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

田
嶋
副
知
事
が
蒲
島
県
知
事
の

追
悼
の
辞
を
代
読
、
川
上
町
議
会

議
長
は
犠
牲
者
を
悼
み
、「
ご
遺

族
の
悲
し
み
に
寄
り
添
い
、
復
旧
、

復
興
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
白
菊
を
献
花
し
、
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

お
別
れ
の
言
葉
（
抜
粋
）

遺
族
代
表　

冨
岡
謙
蔵
さ
ん
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荒
木
町
長
は
８
月
26
日
、
町
地

震
災
害
対
策
会
議
で
、
復
興
に
向

け
た
５
つ
の
基
本
方
針
を
表
明
。

今
後
、
方
針
に
基
づ
い
て
事
業
を

進
め
、
地
震
前
を
上
回
る
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

５
つ
の
基
本
方
針 

１
、
く
ら
し
・
生
活
の
再
建
と
社

会
基
盤
の
復
旧 

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
一
日
も
早
く

日
常
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
応

急
仮
設
住
宅
と
み
な
し
仮
設
住
宅

へ
の
入
居
や
被
災
住
宅
の
応
急
修

理
を
進
め
て
い
ま
す
が
、「
す
ま
い
」

の
自
主
再
建
や
災
害
公
営
住
宅
の

建
設
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
の
く
ら

し
・
生
活
を
再
建
す
る
と
と
も
に
、

道
路
や
下
水
道
、
公
共
施
設
な
ど

の
社
会
基
盤
の
復
旧
と
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

２
、
町
内
企
業
の
復
旧
・
復
興 

　

熊
本
南
工
業
団
地
や
嘉
島
リ
バ

ゾ
ン
、
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工

場
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
、
Ｈ
Ｉ
ヒ

ロ
セ
な
ど
町
内
企
業
は
大
き
な
被

害
を
受
け
な
が
ら
も
、
多
く
が
応

急
工
事
に
よ
る
操
業
・
営
業
を
再

開
し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
等
グ

ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事

業
の
活
用
な
ど
、
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

３
、
東
部
台
地
及
び
芝
原
土
地
区

画
整
理
事
業
の
推
進 

（
１
）
東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の

杜
」
の
開
発
を
促
進
し
、
商
業

施
設
や
生
活
利
便
施
設
を
誘
致
、

人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う
活
気
の

あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
２
）
芝
原
地
区
は
、
大
型
家
電

量
販
店
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

早
期
建
設
に
向
け
て
開
発
期
間

を
短
縮
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

４
、
上
仲
間
・
下
仲
間
地
区
計
画

の
推
進

　

計
画
区
域
５
㌶
に
２
つ
の
企
業

が
進
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地

権
者
の
方
々
と
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。（
26
日
夜
、
移
動
棚

メ
ー
カ
ー
「
金
剛
」
の
進
出
決
定
）

５
、
定
住
促
進
と
企
業
誘
致
に
よ

る
更
な
る
発
展 

　

民
間
企
業
に
よ
る
宅
地
開
発
を

含
め
た
定
住
を
促
進
し
、
企
業
誘

致
に
よ
る
雇
用
創
出
に
一
層
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

山
本
有
二
農
林
水
産
大
臣
は
20

日
、
就
任
後
初
め
て
来
熊
、
か
し

ま
広
域
農
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
農
業
施
設
の
被
害

状
況
や
交
付
金
の
活
用
、
工
藤
代

表
組
合
長
は
、
農
場
の
概
要
と
水

稲
か
ら
大
豆
へ
の
作
付
け
転
換
の

状
況
、
上
益
城
農
協
の
梶
原
組
合

長
は
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
再
編
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。

大
豆
防
除
機
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

　

山
本
大
臣
は
「
農
家
が
被
災
に

負
け
ず
に
前
向
き
で
感
銘
を
受
け

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

役
場
会
議
室
で
８
月
26
日
開
催
。

町
災
害
対
策
本
部
が
同
25
日
現
在

の
町
の
被
害
と
各
種
申
請
状
況
を

報
告
し
ま
し
た
。

◇
地
震
の
概
要
▽
前
震　

４
月
14

日
21
時
26
分　

震
度
６
弱
▽
本
震

４
月
16
日
１
時
25
分　

震
度
６
強

◇
熊
本
地
震
発
生
後
の
地
震
回
数

（
気
象
庁
、
８
月
24
日
15
時
現
在
）

▽
震
度
１
以
上
２
０
１
７
回
（
う

ち
震
度
４
以
上
１
１
４
回
）

◇
被
害
状
況
▽
死
亡　

４
人
（
関

連
死
１
人
）
▽
重
傷　

８
人
▽
軽

傷　

不
明

◇
住
家
被
害
（
１
次
調
査
結
果
）
▽

全
壊　

２
７
２
棟
▽
半
壊
・
大
規
模

半
壊　

３
３
２
棟
▽
一
部
損
壊　

１
８
４
８
棟
（
２
次
調
査
申
請
７

５
４
件
、
同
調
査
実
施
７
３
１
件
）

◇
避
難
状
況
▽
４
月
24
日　

11
カ

所
１
５
８
０
人
▽
８
月
24
日　

１

カ
所
49
人

◇
公
共
施
設
等
の
被
害
額
▽
公
共

土
木　

４
億
円
（
道
路
３
・
６
億
円
、

河
川
４
千
万
円
）
▽
下
水
道　

７

億
円
（
管
渠
５
億
円
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
等
２
億
円
）▽
農
業
施
設　

６・

６
億
円
（
農
地
、
水
路
、
農
道
等
）

▽
文
教
施
設　

４
億
円
（
小
中
学

校
３
校
、幼
稚
園
、給
食
セ
ン
タ
ー
）

▽
そ
の
他　

４
億
円
（
役
場
庁
舎

等
）　

計
25
・
６
億
円

◇
罹
災
証
明
発
行　

２
２
３
４
件

◇
応
急
仮
設
住
宅　

11
団
地
２
０

８
戸
（
建
設
中
を
含
む
）
＝
住
宅

引
き
渡
し
数
１
９
０
戸
▽
み
な
し

仮
設
住
宅
申
込
数　

95
戸

◇
住
応
急
修
理
申
請　

２
０
３
件

◇
住
宅
等
解
体
申
請　

受
付
６
１

８
件
（
公
費
解
体
３
４
３
件
、
個

人
解
体
１
７
１
件
）
▽
公
費
解
体

　

解
体
済
み
６
件
、
解
体
中
９
件

◇
義
援
金
配
分
▽
８
月
１
日　

５

８
７
件
３
億
２
５
４
４
万
円
▽
８

月
15
日　

１
０
５
件
４
５
３
６
万

円

復
興
に
向
け
た
５
つ
の
基
本
方
針

生
活
再
建
、
開
発
な
ど
強
化

上
・
下
仲
間
に｢

金
剛｣

進
出

山
本
大
臣
（
右
）
に
説
明
す
る
工

藤
組
合
長
と
荒
木
町
長

山
本
農
水
相
視
察

施
設
被
害
や
大
豆

転
作
状
況
を
説
明

地
震
災
害
対
策
会
議

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

　
　

総
合
相
談
窓
口

☎
０
９
６－

２
３
７－

５
８
９
０

〇
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

義
援
金
受
付
口
座

　

熊
本
銀
行
嘉
島
支
店

　
　

普
通　

３
０
７
６
５
２
１

　
　

嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害

　
　

義
援
金

　
　
　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣
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今
夏
、
町
内
の
小
中
学
校
は
、

熊
本
地
震
に
よ
る
休
校
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
授
業
時
間
を
確
保
す

る
た
め
、
１
学
期
終
業
式
は
７
月

29
日
、
２
学
期
始
業
式
は
８
月
25

日
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
に
比
べ

て
短
く
な
っ
た
夏
休
み
中
の
、
先

生
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ま
と

め
ま
し
た
。

講師の大平医師

　

教　

育

短
く
な
っ
た
夏
休
み

◇
学
校
保
健
会
総
会

　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
８
月
４
日

開
催
。
工
藤
教
育
長
は
、「
地
震
は

子
ど
も
の
心
に
大
き
な
傷
を
残
し

て
い
る
。
そ
の
心
を
見
つ
め
て
元

心
の
ケ
ア

気
を
取
り
戻
す
長
い
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
」。
会
長
の
中
野
嘉

島
西
小
校
長
は
、「
学
校
で
子
ど

も
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
、
当
た

り
前
の
光
景
が
大
切
で
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
有
り
難
さ
を

感
じ
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

地
震
後
の
心
の
ケ
ア
で
は
、
保

育
園
・
幼
稚
園
は
「
ト
イ
レ
に
１

人
で
行
け
な
い
」「
物
音
に
敏
感
に

な
っ
た
」「
さ
さ
い
な
こ
と
で
怖
が

る
」
な
ど
の
園
児
に
、「
声
を
か
け

て
安
心
感
を
与
え
る
」「
戸
外
遊
び

や
好
き
な
遊
び
を
充
実
さ
せ
る
」

な
ど
で
対
応
し
た
こ
と
を
報
告
。

　

小
中
学
校
は
、「
心
と
体
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
や
個
別
の
健

康
観
察
で
生
徒
の
様
子
を
把
握
。

情
報
を
共
有
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
連
携
し
て
対
応
。
小

学
校
で
は
５
、
６
月
に
保
健
室
に

来
る
生
徒
が
昨
年
よ
り
増
加
し
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

益
城
病
院
の
大
平
洋
明
医
師
は
、

「
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
状
況
を
乗

り
越
え
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

周
囲
の
大
人
の
正
し
い
理
解
と
適

切
な
支
援
が
必
要
で
す
」
と
話
し
、

「
支
援
の
大
人
は
、
息
抜
き
の
時

間
を
設
け
て
細
く
長
く
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
同
病
院
の
豊
田
佳

代
子
心
理
士
と
本
田
由
美
子
療
法

士
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
ヨ
ガ
の

呼
吸
法
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

プ
ー
ル
遊
び

◇
嘉
島
東
小
プ
ー
ル
開
放

　

今
年
の
プ
ー
ル
開
放
は
８
月
１

日
か
ら
23
日
ま
で
、
お
盆
な
ど
の

中
断
を
挟
ん
で
13
日
間
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

恒
例
の
水
泳
教
室
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
児
童
は
、
プ
ー
ル
に

大
喜
び
。
安
全
確
保
の
た
め
、
保

護
者
が
監
視
す
る
中
、
友
達
と
一

緒
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
は
し
ゃ
い

で
い
ま
し
た
。　

　

  

※
表
紙
参
照

本
の
読
み
聞
か
せ

◇
嘉
島
西
小
学
童
保
育

　

嘉
島
西
小
の
学
童
保
育
は
１
０

０
人
が
在
籍
。
毎
日
平
均
70
人
ほ

ど
が
出
席
。
補
修
工
事
で
プ
ー
ル

が
使
え
ず
、
屋
外
も
猛
暑
の
た
め
、

児
童
は
室
内
で
過
ご
す
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
は
、

町
図
書
室
や
熊
日
童
話
会
に
よ
る

本
の
読
み
聞
か
せ
。
３
日
と
10
日

は
滝
河
原
の
元
保
育
士
小
林
由
紀

子
さ
ん
た
ち
２
人
が
話
し
手
。
児

童
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
ク
イ
ズ

も
楽
し
み
ま
し
た
。  

※
表
紙
参
照

静
岡
で
サ
ッ
カ
ー
交
流

昼食はパンの買い物体験

◇
嘉
島
西
小
サ
ッ
カ
ー
部

　

平
山
唯
翔
主
将
た
ち
16
人
の
部

員
と
保
護
者
６
人
は
８
月
19
〜
21

日
、
サ
ッ
カ
ー
の
盛
ん
な
静
岡
県

藤
枝
市
で
同
市
運
動
公
園
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
小
学
生
と
練
習

試
合
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
と
同
市
の
招
待
。
Ｊ
１

の
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
―
サ
ガ
ン
鳥
栖

戦
を
観
戦
、
市
主
催
の
全
国
規
模

の
大
会
で
あ
る
Ｐ
Ｋ
選
手
権
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

藤枝市運動公園で地元の小学生と
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わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト

夏
祭
り

◇
東
部
幼
光
保
育
園

　

熊
本
県
子
ど
も
劇
場
連
絡
会
の

主
催
で
８
月
19
日
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
＆
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ

Ｅ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

※
24
ペ
ー
ジ
参
照

熊
本
地
震
災
害
文
化
支
援
事
業
の

子
ど
も
わ
く
わ
く
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
一
環
。
熊
本
市
出
身

の
岩
男
一
弘
さ
ん
と
毛
利
真
麻
さ

ん
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
交
え
て

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
崖
の
上
の

ポ
ニ
ョ
や
ド
ラ
え
も
ん
な
ど
を
演

奏
。
園
児
は
声
を
合
わ
せ
て
歌
い
、

子
ど
も
用
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏

も
体
験
し
て
大
喜
び
で
し
た
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
８

月
20
日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

駐
車
場
で
夏
祭
り
を
開
催
。
親
子

約
50
名
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
地
震
の
影
響
で
夏
祭
り
が
少

な
く
な
っ
た
の
で
、
祭
り
を
開
い

て
子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ
た
い
」

と
い
う
保
育
園
保
護
者
の
提
案
が

き
っ
か
け
。
会
場
で
は
焼
き
そ
ば

や
カ
キ
氷
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
プ
ー
ル
に
も
入
っ
て
大

喜
び
で
し
た
。

肩
も
み
な
ど
で
入
居
者
と
交
流
し

ま
し
た
。

　

鯰
の
近
隣
公
園
団
地
で
は
18
日
、

木
陰
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
足
湯
の

ほ
か
お
茶
や
お
菓
子
も
用
意
。
互

い
の
方
言
を
交
え
な
が
ら
話
し
相

手
に
な
り
、
周
囲
の
草
取
り
に
も

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

学
生
の
１
人
は
、「
分
か
ら
な

い
方
言
は
文
脈
で
理
解
し
ま
し

た
」
と
笑
顔
。
入
居
者
の
女
性

は
「
も
み
方
が
上
手
で
気
持
ち
よ

か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

サ
ー
カ
ス
見
学

◇
ボ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー

　

８
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
４

日
間
、
嘉
島
町
民
会
館
前
の
駐
車

場
発
着
で
、
嘉
島
、
益
城
、
御
船

な
ど
６
市
町
村
の
小
学
生
と
保
護

者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
約
１
６

０
０
人
が
ボ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス

福
岡
公
演
を
楽
し
み
ま
し
た
。
嘉

島
町
か
ら
は
計
２
８
０
人
が
参
加
、

笑
顔
で
出
発
し
て
い
ま
し
た
。

　

関
東
の
ボ
ー
リ
ン
グ
場
な
ど
遊

技
場
11
店
で
作
る
プ
レ
ゴ
社
会
貢

献
基
金
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活

動
で
、
サ
ー
カ
ス
の
誘
致
経
験
の

あ
る
天
草
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
運
営
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

足
湯
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
千
人
超

　

震
災
直
後
か
ら
嘉
島
町
を
支
援

し
て
い
る
静
岡
県
の
清
水
災
害
ボ

　

静
岡
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
第

７
陣
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
高
校
生

と
大
学
生
を
中
心
に
25
人
で
構
成
。

８
月
16
日
か
ら
19
日
ま
で
町
内
の

仮
設
住
宅
団
地
を
訪
問
、
足
湯
や

　
「
町
生
活
復
興
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
運
営
す
る
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
と
、
４
月
20
日
か

ら
受
け
入
れ
を
始
め
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
８
月
23
日
現
在
、
２
１

０
０
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
個
人
や
企
業
、
団
体

で
の
参
加
が
あ
り
、
当
初
の
損
害

家
屋
の
が
れ
き
片
づ
け
な
ど
か
ら

現
在
の
被
災
者
の
生
活
支
援
ま
で
、

活
動
は
幅
広
い
分
野
に
及
ん
で
い

ま
す
。

　

組
織
的
に
支
援
し
て
い
る
静
岡

県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
清
水

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
10
月
ま
で
活
動
予
定
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
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農
事
組
合
法
人
か
し
ま
広
域
農

場
の
平
成
28
年
度
通
常
総
会
は
８

月
21
日
、
嘉
島
中
学
校
体
育
館
で

開
催
。
熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
の

復
旧
復
興
、
農
業
者
の
経
営
安
定

化
な
ど
を
重
点
と
す
る
事
業
計
画

や
収
支
計
画
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

工
藤
健
一
組
合
長
は
、「
熊
本
地

震
で
構
成
員
の
４
人
が
死
亡
、
田

畑
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
作

付
計
画
を
変
更
し
た
が
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
復
旧
復
興
に
努
め
、

農
業
所
得
の
増
大
を
図
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
荒
木
町
長

は
、「
町
全
体
で
効
率
的
な
農
地
集

積
と
土
地
利
用
を
図
る
広
域
農
場

は
全
国
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
も
大
き
い
。

こ
れ
か
ら
も
町
と
一
緒
に
な
っ
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

同
農
場
は
昨
年
11
月
、
九
州
最

大
規
模
の
広
域
農
場
と
し
て
設
立
。

７
月
か
ら
の
28
年
度
は
復
旧
復
興

の
ほ
か
、
集
団
的
土
地
利
用
（
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
高
度

化
に
よ
る
農
業
所
得
の
増
大
、
米
、

麦
、
大
豆
を
中
心
と
し
た
高
能
率

機
械
導
入
に
よ
る
低
コ
ス
ト
生
産

と
生
産
販
売
が
直
結
し
た
水
田
農

業
の
確
立
に
重
点
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

組
合
員
は
３
人
が
加
入
し
て
３

９
１
人
に
。
本
年
度
の
経
営
面
積

は
４
４
０
㌶
。
作
付
面
積
は
水
稲

２
１
５
㌶
、
大
豆
２
２
５
㌶
、
麦

３
５
０
㌶
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

復
旧
復
興
、
農
業
所
得
増
を

復
旧
復
興
、
農
業
所
得
増
を

か
し
ま
広
域
農
場
通
常
総
会

か
し
ま
広
域
農
場
通
常
総
会

工藤組合長

　

楽
し
く
分
か
る
学
習
づ
く
り

嘉
島
町
教
職
員
研
修

　

平
成
28
年
度
の
嘉
島
町
教
職
員

研
修
が
８
月
22
日
、
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
幼
稚
園
、
小
中

学
校
の
先
生
65
人
が
、
子
ど
も
た

ち
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
し
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
伸
ば

す
学
習
指
導
の
あ
り
方
を
学
び
ま

し
た
。

　

講
師
は
、
町
教
育
委
員
会
の
酒

井
指
導
主
事
。
英
語
教
師
と
し
て

の
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
、「
楽
し

く
分
か
る
学
習
づ
く
り
」
と
題
し

て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

は
、
目
を
見
る
、
ほ
ほ
笑
む
、
う

な
づ
く
、
相
槌
を
打
つ
」、「
教
師

と
し
て
磨
き
た
い
資
質
は
、
感
性

と
課
題
意
識
と
実
践
的
指
導
力
。

ま
ず
自
分
を
磨
く
こ
と
が
大
事
」

と
い
う
基
礎
か
ら
始
ま
っ
て
、「
分

か
り
や
す
い
学
習
と
は
、
生
活
に

密
着
し
た
導
入
、
絵
や
写
真
な
ど

の
視
覚
的
資
料
の
効
果
的
な
活
用
、

定
着
を
図
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
活
用
」

「
狙
い
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
手
順

で
進
め
る
か
、
留
意
点
は
何
か
を

明
確
に
指
示
、
説
明
す
る
」「
発
問

し
た
ら
、
考
え
る
時
間
、
発
表
の

準
備
時
間
を
与
え
る
」
な
ど
、
間

に
な
ぞ
か
け
や
な
ぞ
な
ぞ
を
挟
み

な
が
ら
、
具
体
的
な
学
習
指
導
の

方
法
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、「
幼
小
中
連
携
充

実
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、「
学

習
面
」「
生
活
面
」「
英
語
活
動
」

の
３
部
会
に
分
か
れ
、共
通
の
「
生

活
の
決
ま
り
」
や
「
学
び
の
姿
勢
」

な
ど
を
考
え
の
事
例
発
表
や
協
議

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

酒井指導主事

　

嘉
島
町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会
は

８
月
23
日
、
嘉
島
湯
元
水
春
で
開

か
れ
、
28
年
度
計
画
や
予
算
案
な

ど
を
審
議
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

西
山
多
喜
男
会
長
は
、「
地
震

の
影
響
で
３
カ
月
遅
れ
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
多
く
の
方
に
御
出
席
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
荒
木
町
長
は
「
地

震
の
際
に
は
自
衛
隊
の
方
々
に
本

当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

災
害
派
遣
や
国
防
活
動
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
自
衛

隊
員
。
父
兄
会
員
の
気
苦
労
は
絶

え
ま
せ
ん
が
、
総
会
後
の
懇
親
会

は
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会嘉島町自衛隊父兄会総会
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下
六
嘉
サ
ロ
ン
が
８
月
19
日
、

下
六
嘉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
招
か
れ
た
夏
休
み
中

の
小
学
生
な
ど
約
50
人
が
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
と
ス
ラ
イ
ム
作
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。　

  

※
表
紙
参
照

　

サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
な
ど
が
指
導
。

子
ど
も
達
は
洗
た
く
糊
や
絵
の
具

な
ど
を
コ
ッ
プ
に
入
れ
、
割
り
箸

で
一
生
懸
命
に
混
ぜ
ま
し
た
。

　

固
ま
っ
て
き
た
ら
手
で
丸
め
、

そ
の
柔
ら
か
い
手
触
り
に
子
ど
も

た
ち
も
興
味
津
々
。
色
と
り
ど
り

の
作
品
の
出
来
上
が
り
に
笑
顔
を

み
せ
、
床
で
弾
ま
せ
た
り
、
手
で

さ
ま
ざ
ま
な
形
に
し
た
り
し
て
楽

し
く
遊
び
ま
し
た
。

小
学
生
と
ス
ラ
イ
ム
作
り

下
六
嘉
サ
ロ
ン

　

嘉
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
７
月

30
日
、
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
第
60
回
熊
本
県
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
２
年
連
続
の

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
３
年
生
６
人
、
２

年
生
10
人
、
１
年
生
９
人
の
計
25

人
で
、
全
員
女
子
。
少
人
数
編
成

の
中
学
Ｂ
パ
ー
ト
に
出
場
。
熊
本

地
震
に
よ
る
練
習
中
断
は
あ
り
ま

し
た
が
、
自
由
曲
の
「
ア
カ
シ
ア

の
樹
」
は
、
台
風
で
被
災
し
た
高

校
に
ア
カ
シ
ア
が
流
れ
着
き
、
芽

を
出
し
て
台
地
に
根
を
張
っ
た
実

話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
曲
。
部
員

は
震
災
復
興
へ
の
希
望
を
託
し
て

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
課
題
曲
の
「
輝
け

る
夏
の
日
へ
」
と
合
わ
せ
て
見
事

な
演
奏
を
披
露
。「
集
中
し
て
練

習
し
て
き
た
の
で
一
つ
に
な
れ

た
。
嘉
島
中
ら
し
い
サ
ウ
ン
ド
で

し
た
」
と
指
揮
を
し
た
松
山
先
生
。

み
ん
な
大
喜
び
で
、「
嘉
島
中
の

伝
統
に
」
と
早
く
も
来
年
に
向
け

て
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

熊
本
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

嘉
島
中　

嘉
島
中　

２
年
連
続

２
年
連
続
金
賞
金
賞

　

嘉
島
町
の
食
生
活
改
善
推
進

員
三
期
生
で
活
動
歴
25
年
、
今

も
現
役
の
岩
永
綾
子
さ
ん
（
上

島
）
が
５
月
、
熊
本
県
食
生
活

改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
の
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

岩
永
さ
ん
は
栄
養
教
室
で
学

ん
で
平
成
３
年
に
推
進
員
に
な

り
ま
し
た
。「
町
民
の
健
康
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
学
校
や
地

域
の
食
育
・
栄
養
教
室
な
ど
で
、

乳
幼
児
や
小
中
学
生
、
高
齢
者

に
「
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
生
活
と

運
動
を
」「
私
た
ち
の
健
康
は

私
た
ち
の
手
で
」
と
伝
え
て
き

ま
し
た
。

　
「
若
い
時
は
自
転
車
で
走
り

回
っ
て
い
て
、
元
気
が
よ
か
っ

た
。（
食
改
の
会
は
）
皆
さ
ん

親
切
で
、
楽
し
く
て
い
い
会
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
は
続
け
て
い

く
つ
も
り
で
す
」
と
岩
永
さ
ん

は
元
気
に
話
し
て
い
ま
す
。

岩永　綾子さん（上島）
25 年「これからも続けます」

熊本県食生活改善
推進員連絡協議会 会長表彰
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嘉
島
の
夏
を
彩
る
「
か
し
ま
水

の
郷
ま
つ
り
」
は
８
月
６
日
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
南
側
駐
車
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ

の
中
で
し
た
が
、
大
勢
の
観
客
が

つ
め
か
け
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏

や
踊
り
、
歌
に
大
き
な
拍
手
が
湧

き
、
華
や
か
な
大
花
火
に
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル

熊
本
に
よ
る
と
、
こ
の
日
の
ま
つ

り
来
場
者
は
約
７
６
０
０
人
で
し

た
。　

　
　
　

  　
　
※
表
紙
参
照

　

今
年
は
節
目
の
20
回
目
。
熊
本

地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
な
が

ら
も
復
興
へ
の
願
い
も
込
め
て
開

催
。
営
業
を
再
開
し
た
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
も
例
年
の
会
場
の
西

側
駐
車
場
は
復
旧
工
事
中
の
た
め
、

会
場
は
ひ
と
回
り
小
さ
い
南
側
駐

車
場
に
変
更
。
夜
店
も
町
内
業
者

元
気
を
伝
え
る
か
し
ま
太
鼓

楽しく見事な演奏の嘉島中吹奏楽部

開
幕
直
後
か
ら
に
ぎ
わ
う
会
場

に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
幕
は
午
後
６
時
。
爆
竹

を
合
図
に
、
い
つ
も
通
り
の

か
し
ま
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏

で
始
ま
り
ま
し
た
。
地
震
で

被
災
し
て
も
各
所
で
練
習
を

重
ね
て
き
た
成
果
を
元
気
に

披
露
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
荒
木
町
長

が
地
震
被
害
に
触
れ
、「
こ

う
い
う
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

町
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
と

ま
つ
り
を
開
き
ま
し
た
。
夏

の
一
夜
を
楽
し
ん
で
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
ス
テ
ー
ジ
出
演
は

５
組
。
司
会
は
お
な
じ
み
の

大
田
黒
浩
一
さ
ん
。

　

か
し
ま
太
鼓
に
続
い
て
、
第
１

回
か
ら
連
続
出
演
を
続
け
る
消
防

音
楽
隊
、
７
月
末
の
県
コ
ン
ク
ー

ル
で
連
続
金
賞
を
受
賞
し
た
嘉
島

中
吹
奏
楽
部
が
見
事
な
演
奏
を
披

露
。
今
回
で
４
回
目
の
出
場
の

Ｂ
‐
ｆ
ｉ
ｔ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
元
気
な
踊

り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
上
六
嘉
在
住
で
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
中
田
愛

さ
ん
。
初
め
て
の
出
演
で
す
が
、

今
年
１
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
２
０
１
６
で

準
優
勝
に
あ
た
る
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
実
力
派
。
復
興
へ
の
願
い
を

込
め
て
受
賞
曲
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

を
披
露
。
す
ば
ら
し
い
歌
声
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
開
幕
直
後
か
ら
観
客
で

い
っ
ぱ
い
に
。
夜
店
も
に
ぎ
わ
い
、

町
商
工
会
が
販
売
し
た
「
が
ん
ば

ろ
う
！
嘉
島
」
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
人

気
で
し
た
。

　

午
後
８
時
、
荒
木
町
長
、
大
田

黒
さ
ん
、
中
田
さ
ん
の
３
人
と
観

客
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
花
火
に

点
火
。
会
場
の
ど
こ
か
ら
も
よ
く

見
え
、
花
火
が
あ
が
る
た
び
に
歓

声
も
あ
が
り
、
約
30
分
に
わ
た
っ

て
夜
空
に
広
が
る
約
３
千
発
の
饗

宴
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

司会の大田黒さん 実行委員長の
荒木町長

楽しくにぎやかに
復興への願い込め

かしま水の郷まつり ’16
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美しい歌声で観客を魅了した中田さん

上
級
生
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
披
露

す
る
嘉
島
中
吹
奏
楽
部
の
１
年
生

楽
し
く
勇
壮
な
演
奏
を
聴
か
せ
た

か
し
ま
太
鼓
の
子
ど
も
た
ち

初回から連続出演の消防音楽隊

➡
⬇ 

ま
つ
り
は
浴
衣
と
か
き
氷
。

笑
顔
の
子
ど
も
た
ち

西
日
の
中
、
舞
台
を
楽

し
む
皆
さ
ん

➡
⬇
・ 

元
気
で
優
雅
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
せ
た
Ｂ

－

ｆ
ｉ
ｔ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

⬆
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嘉
島
親
子
茶
道
教
室
が
毎
月
第

２
、
４
土
曜
日
、
下
六
嘉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
て
い

ま
す
。
文
化
庁
の
伝
統
文
化
親
子

教
室
事
業
で
、
12
月
ま
で
10
回
開

催
、
１
月
に
は
発
表
会
を
開
く
予

定
で
す
。

　

８
月
10
日
は
地
域
の
人
た
ち
約

30
人
を
招
待
。「
納
涼
」
を
テ
ー

マ
に
裏
千
家
正
教
授
の
杉
本
宗
美

先
生
た
ち
が
指
導
。
町
内
の
小
中

学
生
な
ど
12
人
が
も
て
な
し
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
は
手
作
り
の
お
菓
子

や
飾
り
で
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、

一
人
一
人
に
お
茶
を
運
び
、
茶
の

い
た
だ
き
方
、
お
客
を
も
て
な
す

心
遣
い
、
客
と
し
て
招
か
れ
た
時

の
作
法
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

《
９
〜
10
月
の
休
館
日
》

９
月　

12
、
20
、
26
日

10
月　

３
、
11
、
17
、
24
、
31
日

※ 

休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

は
利
用
で
き
ま
す
。

☆ 

貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た
め

に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

地
震
被
害
で
、
借
り
て
い
る
本

を
返
せ
な
く
な
っ
た
方
は
、
図

書
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

おすすめ本
花鳥の夢
 山本兼一
峠越え
 山本一力
くるすの残光　天草忍法伝
 仁木英之
ちょいな人々
 荻原浩
平凡
 角田光代
少女
 湊かなえ
風を見たかい？
 丸山健二
藤沢周平　父の周辺
 遠藤展子
ダウン症って不幸ですか？
 姫路まさのり
イチロー式成功力
 児玉光雄

こうすれば発表がうまくなる
 池上彰
シャッフル
 しんやひろゆき
下からよんでもきつねつき
 石井信彦・作　小松良佳・絵
ルドルフとイッパイアッテナ
 斉藤洋・作　杉浦範茂・絵
がむしゃら落語
 赤羽じゅんこ作　きむらよしお画
キツネの花よめいしょう
 森はな　さく　梶山俊夫　画
わらしべ長者　日本民話選
 木下順二　作　赤羽末吉　画
じゃがいもレストランへいらっしゃい
 小原麻由美・文　山中桃子・画
いもほり
 はまのゆか
へんてこやまのうんどうかい
 作/かんなりまさこ　絵/くすはら順子

　

１
人
暮
ら
し
を
す
る
た
め
、
ア

パ
ー
ト
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
主

人
公
。
そ
の
ア
パ
ー
ト
は
妖
怪
た

ち
が
住
む
不
思
議
な
ア
パ
ー
ト
で

し
た
。

　

妖
怪
た
ち
は
と
て
も
個
性
的
で
、

料
理
が
上
手
な
手
だ
け
の
「
ま
か

な
い
さ
ん
」
や
、
子
ど
も
の
妖
怪

「
ク
リ
」、
い
つ
も
ク
リ
と
い
っ

し
ょ
の
犬
の
「
シ
ロ
」
な
ど
が
登

場
し
ま
す
。

　

ワ
ク
ワ
ク
す
る
話
な
の
で
、
み

な
さ
ん
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
妖
怪
ア
パ
ー
ト
の

　
　
　

幽
雅
な
日
常
①
」

香
月　

日
輪

講
談
社

嘉島西小学校６年

平田 郁人　君

☆本の寄贈、ありがとうございました。
紫垣　直人様（上島）

嘉  島  町  民  会  館
熊本地震による被災のため、ホール「アクア」と会議室等は当分の間、利用できません。ご了承ください。

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058

※借出と返却のほか、閲覧、
　学習もできるようになりま
　した。

　　図書室で使わなくなった本を、利用者の方に無料で差しあげます。
　　○期　間：９月 13日（火）～ 10月 16日（日）９：00～ 17：00
　　　　　　　休館日を除く　※本がなくなり次第、終了します
　　○場　所：町民会館図書室
　　○対象者：嘉島町民及び町内企業で働いている方

《読みたい本差し上げます　ブックリユース市》

伝
統
文
化
で

伝
統
文
化
で

　

お
も
て
な
し

　

お
も
て
な
し

親
子
茶
道
教
室　

親
子
茶
道
教
室　

広報かしま2016.9
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予
防
接
種

10
月
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
が

定
期
接
種
に
な
り
ま
す

　

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
Ｂ
型
肝
炎
の
予
防
接
種
が
平
成

28
年
10
月
１
日
か
ら
定
期
の
予
防
接
種

と
し
て
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

次
の
実
施
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

○
対
象
者　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
後

に
生
ま
れ
た
、
生
後
１
歳
に
至
る
ま
で

の
間
に
あ
る
者
。

○
接
種
回
数　

３
回

○
接
種
料　

無
料

○
実
施
医
療
機
関

・
か
ら
し
ま
小
児
科

　

嘉
島
町
上
島
９
６
１

　

☎
２
３
５－

６
３
３
３

・
大
串
内
科

○
個
人
負
担
金　

４
０
０
円

○
対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方

○
実
施
機
関　

上
益
城
郡
歯
科
医
師
会

に
加
入
の
歯
科
医
療
機
関

※
対
象
者
の
方
に
は
通
知
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
に
通
知
裏
面
に
記
載
の
希
望
さ
れ
る

歯
科
医
療
機
関
に
予
約
し
、
通
知
・
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

健　

保
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
医
療
費
還
付
・
免
除

○
還
付
手
続
き

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

つ
い
て
は
、
病
院
等
の
窓
口
で
そ
の
旨

を
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
が

免
除
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
制
度
を
知

ら
ず
に
既
に
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
医
療

費
な
ど
に
つ
い
て
は
９
月
５
日
か
ら
還

付
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
詳
し

く
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
８
月

26
日
に
全
戸
配
付
し
て
お
り
ま
す
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

け
ら
れ
た
方
も
対
象
で
す
。

○
開
催
日　

10
月
26
日
（
水
）

○
場
所　

嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
町
民
会
館
内
）

○
時
間　

西
校
区　

９
時
半
〜
11
時
半

　
　
　
　

東
校
区　

13
時
半
〜
15
時
半

○
持
参
い
た
だ
く
も
の　

健
診
セ
ン

タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
健
康
診
断
結

果
」

※
健
診
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
及
び
説

明
は
、
来
所
順
に
個
別
相
談
で
実
施
し

ま
す
。
多
少
お
待
ち
合
わ
せ
時
間
が
生

じ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
の

歯
科
口
腔
健
診

　

皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
後
期
高
齢
者

の
歯
科
口
腔
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

歯
や
歯
ぐ
き
、
入
れ
歯
な
ど
口
の
健

康
は
、
口
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の

で
は
な
く
、
か
ら
だ
全
身
の
健
康
に
影

響
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
に
1

回
は
、
必
ず
歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
、

歯
と
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

○
期
間　

10
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
29
年
２
月
28
日

　

嘉
島
町
鯰
２
７
８
９－

１

　

☎
２
３
４－

７
８
７
３

※
ど
ち
ら
も
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

※
１
回
目
の
接
種
か
ら
３
回
目
の
接
種

を
終
え
る
ま
で
に
は
、
お
お
よ
そ
半
年

間
か
か
り
ま
す
。
特
に
、
平
成
28
年
４

月
、
５
月
生
ま
れ
の
方
で
、
平
成
28
年

10
月
の
定
期
接
種
開
始
以
降
初
め
て
Ｂ

型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

10
月
時
点
で
す
で
に
生
後
５
〜
６
か
月

が
経
過
し
て
い
る
の
で
、
接
種
日
程
の

管
理
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
お
早
め
に

医
療
機
関
に
御
相
談
下
さ
い
。

※
母
子
感
染
予
防
の
た
め
に
抗H

Bs
人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
併
用
し
て
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
場
合

は
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
定

期
接
種
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－
２
５
７
４

健　

診
健
診
結
果
相
談
会

　

町
の
集
団
健
康
診
断
（
８
月
28
日
〜

９
月
１
日
）
を
受
診
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
診
断
結
果
や
普
段
か
ら
気
に
な
る

健
康
問
題
に
つ
い
て
、
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
が
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
職
場
健
診
や
か
し
ま
ド
ッ
ク
を
受
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介
護
・
健
康

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

有
効
期
間
の
延
長

　

熊
本
地
震
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介

護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
期

間
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
厚
生
労
働

省
令
第
１
３
３
号
）
が
７
月
28
日
に
施

行
さ
れ
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
有

効
期
間
の
延
長
が
可
能
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
で
は
平
成
28
年
９
月
か
ら
平

成
29
年
３
月
ま
で
の
間
に
認
定
有
効
期

間
が
満
了
す
る
方
の
有
効
期
間
を
12
カ

月
延
長
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
更

新
申
請
が
不
要
で
、
認
定
期
間
を
延
長

し
た
被
保
険
者
証
を
有
効
期
間
満
了
日

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
身
体
状

況
の
悪
化
等
で
介
護
状
態
区
分
の
見
直

し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
区
分
変
更
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
免
除
証
明
書
の
発
行

　

介
護
保
険
の
利
用
料
は
、
住
家
の
全

半
壊
な
ど
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
窓
口

で
そ
の
旨
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と

で
猶
予
・
免
除
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
取

り
扱
い
は
９
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
10
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
２
月
末

ま
で
は
「
介
護
保
険
利
用
者
負
担
額
減

額
・
免
除
認
定
証
」（
免
除
証
明
書
）

を
被
保
険
者
証
と
共
に
提
示
し
て
い
た

○
免
除
証
明
書
の
発
行

　

病
院
等
で
の
被
災
の
申
告
に
よ
る
医

療
費
の
免
除
は
９
月
末
ま
で
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
10
月
以
降
も
引
き
続
き
免

除
を
受
け
た
い
方
は
、
役
場
で
発
行
す

る
免
除
証
明
書
を
病
院
等
で
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
平
成
29
年
２
月
末
ま
で
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
要

な
方
は
、
役
場
町
民
課
保
健
係
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

還
付
申
請
と
同
時
に
免
除
証
明
書
の

交
付
申
請
を
さ
れ
る
方
は
９
月
５
日
か

ら
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
免
除

証
明
書
の
交
付
申
請
の
み
の
方
は
９
月

20
日
以
降
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

８
月
26
日
に
全
戸
配
付
し
て
お
り
ま
す

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の

一
部
負
担
金
免
除
の
延
長

　

協
会
け
ん
ぽ
の
加
入
者
で
、
熊
本
地

震
に
よ
り
住
家
が
半
壊
以
上
の
損
害
等

を
受
け
ら
れ
た
方
の
一
部
負
担
金
の
免

除
期
間
が
、
平
成
29
年
２
月
末
ま
で
延

長
さ
れ
ま
す
。
10
月
以
降
の
免
除
に
つ

い
て
は
、
保
険
証
と
免
除
証
明
書
の
掲

示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
免
除
証
明
書

に
つ
い
て
の
詳
細
や
既
に
お
支
払
い
済

み
の
一
部
負
担
金
の
還
付
に
つ
き
ま
し

て
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
直
接
お
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

　
　

業
務
グ
ル
ー
プ

☎
３
４
０－

０
２
６
２

子
育
て

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

９
月
15
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園

　
（
本
園
舎
及
び
第
二
園
舎
）　

　

前
日
ま
で
に
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
免
除
証
明
書

の
発
行
は
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を

受
け
て
い
る
方
に
申
請
書
等
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
該
当
の
方
は
必
要
書

類
を
添
え
て
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

健
康
づ
く
り
応
援
店
募
集

　

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

○
対
象　

飲
食
店
、
弁
当
・
惣
菜
店
等

○
応
募
要
件　

栄
養
成
分
表
示
や
ヘ
ル

シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
全
９
項

目
の
中
か
ら
取
り
組
む
項
目
を
選
ん
で

実
施
す
る
こ
と

○
募
集
期
間　

10
月
31
日
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
５
２

浄
化
槽
補
助

浄
化
槽
整
備
補
助
金

　

熊
本
地
震
に
伴
い
、
下
水
道
整
備
計

画
区
域
内
で
あ
っ
て
も
、
下
水
道
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
に
よ
る
補
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助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。

○
交
付
地
域　

上
仲
間
地
域
の
一
部
、

西
村
地
区
、
北
甘
木
地
区
の
一
部
、
井

寺
地
区
の
一
部

○
補
助
金
額

　

５
人
槽　

３
３
２
，
０
０
０
円

　

７
人
槽　

４
１
４
，
０
０
０
円

　

10
人
槽　

５
４
８
，
０
０
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課

☎
２
３
７－

２
６
１
９

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

９
月
28
日
（
水
）　

弁
護
士

　

10
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
聞
い
て
い
い
の

か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
ど
の
町
で
も
相
談
で
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
３
４－
３
２
２
３

（
※
熊
本
地
震
の
た
め
、
甲
佐
町
に
て

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

行
政
相
談

　

10
月
17
日
（
月
）
か
ら
23
日
（
日
）

ま
で
、
行
政
相
談
週
間
が
全
国
一
斉
に

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
次
の
と
お
り
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
行
政
に
関
す
る
ご

意
見
や
ご
要
望
、
苦
情
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
19
日
（
水
）
13
時
半
〜
15
時

○
場
所　

町
民
会
館
第
５
会
議
室

○
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員　

増
岡　

司
さ
ん

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

法
務
局
休
日
相
談
所

　

様
々
な
相
談
（
相
続
・
遺
言
、
不
動

産
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す

る
事
項
等
）
に
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
及
び
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
の
電
話

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
２
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

○
会
場　

熊
本
地
方
法
務
局　

四
階
会

議
室
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
三
丁
目
１

番
53
号　

熊
本
第
二
合
同
庁
舎
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
３
６
４－

２
１
４
６

「
法
の
日
」

無
料
法
律
・
登
記
相
談

　

10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。
専
門
家

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
会
場
・
日
時

　

①
宇
城
会
場
（
ウ
イ
ン
グ
松
橋
）

　
　

10
月
１
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

　

 

②
御
船
会
場
（
甲
佐
町
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」）

　
　

10
月
２
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

○
相
談
内
容

　

①
司
法
書
士
の
業
務
全
般

 

（
例
）
相
続
・
売
買
等
に
関
す
る
登
記

　
　
　

会
社
等
に
関
す
る
登
記

　
　
　

お
金
の
貸
し
借
り
の
ト
ラ
ブ
ル

　

②
土
地
家
屋
調
査
士
の
業
務
全
般

 

（
例
）
土
地
の
測
量
・
分
筆
・
合
筆
等

　
　
　

建
物
の
新
築
等
に
関
す
る
登
記

　
　
　

境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
等

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

熊
本
県
司
法
書
士
会

☎
２
０
１－

４
９
９
２
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秋
祭
り

六
嘉
獅
子
舞
の
奉
納

　

熊
本
県
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
第

１
号
で
、
県
内
に
知
ら
れ
る
六
嘉
獅
子

舞
の
奉
納
は
次
の
通
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

漆
黒
の
秋
の
夜
空
に
舞
う
獅
子
の
舞

い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
六
嘉
神
社
例
大
祭

　

10
月
17
日
（
月
）
11
時
〜

○
獅
子
舞
奉
納

　

10
月
22
日
（
土
）
16
時
頃
〜

就
活
・
試
験

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
募
集
（
受
講
料
無
料
）

《
精
神
・
発
達
障
が
い
者
就
業
支
援
科
》

○
受
講
対
象
障
が
い

　

精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い

○
定
員　

５
名

○
内
容

　

 

数
多
く
の
精
神
・
発
達
障
が
い
者

就
労
支
援
実
績
を
活
か
し
、
実
践
的

な
就
業
準
備
を
行
う
（
職
場
実
習
含

む
）。
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
（
３
級
）

資
格
取
得
を
目
指
す
。

○
募
集
期
間

　

９
月
12
日
（
月
）
〜
10
月
31
日
（
月
）

○
訓
練
期
間

　

12
月
１
日
（
木
）

　
　

〜
平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）

○
経
費

　

テ
キ
ス
ト
代

　

７
５
０
０
円
（
税
抜
き
）
程
度

○
訓
練
場
所

　

合
同
会
社　

H
um

an to H
um

an

　
　

熊
本
市
東
区
健
軍
３－

50－

19

　
　

菊
乃
井
ビ
ル
２
Ｆ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

ま
た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

調
理
師
試
験

○
試
験
期
日　

12
月
11
日
（
日
）

○
試
験
会
場

　

公
立
大
学
法
人
熊
本
県
立
大
学

○
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
の
学

歴
を
持
ち
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど

で
２
年
以
上
の
調
理
業
務
に
従
事
し
た

経
験
の
あ
る
方

○
願
書
配
布　

８
月
下
旬
か
ら
各
保
健

所
、
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
な
ど
で

○
願
書
受
付

　

９
月
26
日
（
月
）
〜
９
月
30
日
（
金
）

○
提
出
先

・
熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
県
庁
西
側

事
務
棟
３
階
会
議
室

・
そ
の
他
県
内
居
住
者
↓
県
保
健
所

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
５
２

　

今
で
は
約
半
数
の
学
生
が
何
ら
か

の
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

奨
学
金
の
返
済
が
困
難
に
な
る
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
奨
学
金
を
利
用
す
る
際
の
注

意
点
等
を
説
明
し
ま
す
。

◎
奨
学
金
の
種
類
等
〜
奨
学
金
は
、

返
済
の
必
要
が
な
い
「
給
付
型
」、

卒
業
後
な
ど
に
返
済
す
る
必
要
が
あ

る
「
貸
与
型
」、
一
部
が
給
付
で
残

額
が
貸
与
と
な
る
「
併
用
型
」
の
３

種
類
が
あ
り
、
実
施
団
体
も
「
国
」

「
地
方
公
共
団
体
」「
学
校
」「
民
間

団
体
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

◎
教
育
資
金
の
準
備
〜
約
半
数
の
学

生
が
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
る
と
は

い
え
、
や
は
り
教
育
資
金
は
「
貯
め

る
」
こ
と
が
基
本
で
、
子
ど
も
が
中

学
を
卒
業
す
る
ま
で
に
貯
め
る
こ
と

が
理
想
で
す
。
貯
蓄
し
て
も
足
り
な

い
場
合
に
奨
学
金
や
教
育
ロ
ー
ン
を

利
用
し
た
い
も
の
で
す
。

◎
利
用
す
る
際
の
注
意
点
〜
教
育

ロ
ー
ン
を
借
り
た
場
合
は
親
が
債

務
者
と
な
り
ま
す
が
、
奨
学
金
を
借

り
る
場
合
は
学
生
本
人
が
債
務
者
と

な
り
ま
す
。
中
に
は
、
返
済
す
る
負

担
や
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
返
済
が

で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
返

済
を
延
滞
し
た
場
合
、
例
え
ば
日
本

学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
で
は
、
延

滞
金
額
に
対
し
て
年
５
％
の
延
滞
金

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

延
滞
期
間
が
３
カ
月
を
経
過
す
る

と
個
人
信
用
情
報
機
関
に
個
人
情
報

が
登
録
さ
れ
、
そ
れ
で
も
延
滞
が
続

け
ば
法
的
な
措
置
で
裁
判
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

◎
返
済
が
困
難
な
と
き
は
〜
実
は
こ

の
よ
う
な
と
き
に
も
救
済
制
度
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
返

済
を
一
定
期
間
猶
予
さ
れ
る
制
度
や

一
定
期
間
返
済
額
が
２
分
の
１
に
減

額
さ
れ
る
制
度
な
ど
で
す
。

　

奨
学
金
に
は
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
の
制
度
を
利
用

で
き
る
の
か
を
通
っ
て
い
る
学
校
や

志
望
校
に
事
前
に
聞
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
返
済
義
務

の
な
い
給
付
型
奨
学
金
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

返
済
が
困
難
に
な
る
な
ど
し
た
と
き

は
、
奨
学
金
の
実
施
団
体
に
直
接
相

談
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

※
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

（
13
㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
奨
学
金
利
用
の
注
意
点
》

見
守
り
新
鮮

情
報
9
月
号
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９ 月 の 納 税 等 10 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税……………… ③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑤　期介護保険料
保育所利用料……………９月分
下水道使用料……………８月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年９月30日（金）

町県民税………………… ③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑥　期介護保険料
保育所利用料………… 10月分
下水道使用料……………９月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年10月31日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

  9 月 28日
10月12日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎
交
通
事
故
〜
昨
年
に
比
べ
て
、
わ

ず
か
に
交
通
事
故
は
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
人
身
事
故
、
物

損
事
故
は
多
発
し
て
い
ま
す
。

◎
刑
法
犯
〜
空
き
巣
、
車
上
狙
い
、

乗
物
盗
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
引
き
続
き
、
外
出
時
や
乗
り
物

か
ら
降
り
た
後
の
確
実
な
施
錠
を
徹

底
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 28 年７月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H28.7 4 66 0 0 2 0 0 0

H28 累計 35 389 4 1 15 3 0 4

前年比 -3 -28 +1 +1 -6 +1 ± 0 -1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H28.7 14 224 1 0 2 1 1 2

H28 累計 109 1388 15 2 22 11 1 10

前年比 -24 +171 +8 +1 -4 -2 -1 -6

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（TEL282-1110　内線 261 ～ 264）

警察への相談電話は、「＃ 9110」へ警察への相談電話は、「＃ 9110」へ（プッシュ回線）（プッシュ回線）
　警察では、防犯や交通に関すること、暴力団などに関すること、家庭内暴力や子どもの非行に関するこ
と、ストーカー・ＤＶに関すること、事件や事故に関すること、銃砲の許可行政に関することなど、悩み
や不安を感じている方々のご相談に応じています。
　警察安全相談室への相談電話は、プッシュ回線の場合「＃ 9110」、ダイヤル回線の場合「096-383-9110」
へおかけください。
　御船警察署への相談電話は、「096-282-1110」へおかけください。

相談窓口 　警察の窓口での直接
相談、電話での相談ど
ちらでも結構です。
　緊急の事件・事故
の場合は、「＃ 9110」
を利用せずに、110番
通報をお願いします。

警察安全相談室 096-383-9110
犯罪被害者支援室 096-381-0110（内線 2193 ～ 2195）
くまもと被害者支援センター 096-386-1033
レディース 110 番（性犯罪相談電話）096-384-1254　0120-8343-81
けん銃・覚せい剤相談電話 096-384-4444　0120-10-3774
振り込め詐欺相談ホットライン 096-381-2567
肥後っ子テレホン（少年問題相談電話） 096-384-4976　0120-02-4976
悪質商法 110 番 096-385-1110
暴力追放相談電話 096-384-0110
熊本県暴力追放運動推進センター 096-382-0333
道路交通情報案内 050-3369-6643
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熊本地震被災による住民税（町民税・県民税）の減免

　熊本地震により被害を受けられた方に対し、平成 28 年度住民税の減免を行います。減免を希望される
方は、減免申請書（※税務課窓口に設置しています）に記入し、必要書類を添付の上、役場税務課へご
提出ください。
　なお、国民健康保険税及び介護保険料の減免については、10 月号の広報紙でお知らせします。

☆申請期間　９月 12日（月）～ 11 月 30 日（水）
☆受付時間　午前９時～午後４時（土、日、祝日を除く）

＜減免の対象となる方と減免の割合＞
　以下の（１）～（３）の基準のいずれかに該当される方は、項目ごとに減免割合を計算します。複数
の基準に該当する場合は、減免割合の大きい方で減免します。
　納付済みの方は、減免決定後に還付または期割額の減額を行います。
⑴人的被害
　①死亡された方…全額
　②生活保護法の規定による生活扶助を受けることとなった方…全額
　③障がいの認定を受けた方…10 分の９
《申請に必要な書類》
　①＝災害時に町内に住民票があった方は、町の調査を元に減免しますので、申請は不要です。
　②＝保護開始決定通知書の写し
　③＝障害者手帳
⑵住宅被害
　① 居住する住宅が半壊以上の損害を受けた方で、平成 27 年中の所得が 1,000 万円以下の方は下記の区

分により減免します。

　② 控除対象配偶者又は扶養親族が居住する住宅が半壊以上の損害を受けた方で、平成 27 年中の所得が
1,000 万円以下の方は、上記⑵①と同様の区分により減免します。

　③ 嘉島町で住民税を課税され、平成 28 年１月２日以降に熊本県内に転出し、転出先の居住する住宅が
半壊以上の損害を受けた方で、平成 27 年中の所得が 1,000 万円以下の方は、上記⑵①と同様の区分
により減免します。

　④ 所有する家財が受けた損害の程度（下記の表に続く計算式で計算）が 10 分の３以上で、平成 27 年
中の所得が 1,000 万円以下の方は、下記の区分により減免します。

※計算式：損害の程度＝（被害を受けた家財の時価－補てん金）÷☆家族構成別家財評価額
　　　（注）補てん金は損害保険による保険金等がある場合

損害程度

合計所得金額

減免の割合

半壊又は大規模半壊 全壊

500 万円以下であるとき ２分の１ 全部

750 万円以下であるとき ４分の１ ２分の１

750 万円を超えるとき ８分の１ ４分の１

損害の程度

合計所得金額

減免の割合

10分の３以上
10 分の５未満のとき

10分の５以上のとき

500 万円以下であるとき ２分の１ 全部

750 万円以下であるとき ４分の１ ２分の１

750 万円を超えるとき ８分の１ ４分の１
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熊本地震被災による固定資産税の減免

【お問い合わせ先】役場税務課課税係　☎ 237-2639

《申請に必要な書類》
　①＝町の調査を元に減免しますので、申請は不要です。　　②③＝り災証明書の写し
　④＝ 被害を受けた家財の明細書（※税務課窓口に設置しています）。保険金等による補てんがある場合

は損害保険等の契約書、支払明細書
⑶農作物被害
　農作物の減収額（農作物共済金額を控除した金額）が平年における当該農作物による収入金額の合計
の 10 分の 3 以上で、平成 27 年中の所得が 1,000 万円以下の方は、農業所得にかかる住民税の所得割額
を次の区分により減免します。

《申請に必要な書類》　共済金等による補てんがある場合は農業共済等の支払明細書

　熊本地震により被害を受けられた方に対し、平成 28 年度固定資産税の減免を行います。減免を希望さ
れる方は、減免申請書（※税務課窓口に設置しています）に記入し、必要書類を添付の上、役場税務課
へご提出ください。
　なお、減免の詳細については、全納税義務者へ送付している「お知らせ」をご覧ください。

☆申請期間　９月 12日（月）～　10 月 14 日（金）
☆受付時間　午前９時～午後４時（土、日、祝日を除く）

＜減免の対象となる資産＞
⑴土地 　流失、水没、埋没又は崩壊等により使用不能となり原状に復することが困難で本来の使用がで

きないこと。あわせて被害面積が擁壁、のり面、自然傾斜、地盤の合計面積の 10 分の２以上に該
当すること

⑵家屋　被害調査で半壊以上に該当すること
⑶償却 資産　評価額に対して修理費（保険で補填された分を差し引いた額）が 10 分の２以上に該当する

こと
《申請に必要な書類》
⑴＝被害状況の確認できる写真、印鑑、納税通知書、課税明細書
⑵＝町の調査を基に減免しますので、申請の必要はありません。
⑶＝①被災した資産が復旧不能の場合は写真、印鑑、償却資産種類別明細書
　　②修理した場合は請求書、保険で補填されたのがわかる書類、印鑑、償却資産種類別明細書

☆家族構成別家財評価額（年齢は平成 28 年１月１日時点）
世帯主の年齢 夫婦 独身 （注）大人（年齢

18 歳以上）１名に
つき 130 万円、子
供（年齢 18 歳未満）
１名につき 80 万円
を加算します

～ 29歳 500 万円

300 万円
30 ～ 39 歳 800 万円
40 ～ 49 歳 1,100 万円
50 歳～ 1,150 万円

合計所得金額 減免の割合 合計所得金額 減免の割合
300 万円以下であるとき 全部 750 万円以下であるとき 10分の４
400 万円以下であるとき 10分の８ 750 万円を超えるとき 10 分の２
550 万円以下であるとき 10分の６
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「メタボリックシンドローム（以下メタボ）の危険性が高い」

内臓脂肪がたくさんついているとどうなるの？

特定保健指導を受けましょう！
と判定された方は

　メタボとは腹部の内臓周囲に脂肪がたくさんついていて、さらに
高血圧・高血糖・脂質異常の検査項目が２つ以上重なっている状態
です。このように内臓脂肪が蓄積している状態は下記のように高血圧・高血糖・
脂質異常をさらに進め、動脈硬化を進行させます。

内臓脂肪

動脈硬化が進行する
⬇

⬇ ⬇
⬇

中性脂肪が上がる、血圧を上げるホルモン・血糖値を上げるホルモンが出る中性脂肪が上がる、血圧を上げるホルモン・血糖値を上げるホルモンが出る

心筋梗塞・狭心症
　→ 突然死・再発作

脳血管疾患
　　（脳梗塞・脳出血）

　→ 突然死・後遺症

糖尿病の合併症
・糖尿病性網膜症→ 失明
・糖尿病性腎症→ 人工透析
・糖尿病性神経障害
　　　　　　　→ 足の切断

「私はちょっと検査値が高いけど、まだ治療するほどじゃないから大丈夫！」と思っ
ている方こそ注意が必要です。「少し高いだけ」という項目が複数あると、項目が増え
るごとに急に動脈硬化を進めるスピードが上がります。
　皆さまに受診頂きました『特定健診』では、メタボやその予備群となった人を早期発見すること
ができます。その結果、メタボの危険度が高いと判定された方は、メタボの予防・解消に取り
組み、病気を予防しましょう。そのための手助けをするのが特定保健指導です。

　特定保健指導とは保健師や管理栄養士などの専門家の支援を受け、生活習慣の改
善に取り組み、メタボ解消を目指します。対象となられた方は、自分やご家族のた
めにもぜひ特定保健指導に参加し、健康づくりに取り組みましょう。

広報かしま2016.9

18



健康で快適な毎日は、睡眠から！
「健康づくりのための睡眠を」

快適な睡眠をとる生活習慣のポイント

　地震等の災害は、広域的に甚大な被害をもたらし、多くの方の生活の場を奪い、心の健康にも大きな

影響を及ぼします。災害によって傷ついた心は、復興とともに自然に回復すると言われていますが、一

部では精神的な問題を中長期的に継続することがあります。

　健康を守り、快適な毎日を送るために、睡眠の役割を知ること、睡眠を大切にすること、睡眠不足や

睡眠の異常を放置しないことが重要です。

睡眠時間にこだわりすぎない（適正な睡眠時間は人それぞれです）

　体が必要とする睡眠時間は、成人の目安としては６時間以上８時間未満であり、これくらいの睡

眠時間の人が最も健康だということが分かっています。時間にゆとりができた場合や、生活の変化

がきっかけとなり必要以上に長く寝床で過ごしていると、さらに眠りが浅くなり、夜中に何度も目

覚めることになります。30分以上寝床で目が覚めていたら、一度寝室を離れるなどして気分を切

り替えましょう。

　睡眠時間は加齢とともに短くなり、早起きになります。男性に顕著で、50歳を過ぎると夫婦の

睡眠時間はずれやすくなります。15歳前後までは 8時間以上、25歳で約７時間、45歳で約 6.5

時間、65歳で約６時間というように、20年ごとに 30分ぐらいの割合で減少していくことが分か

っています。睡眠時間はその人、その時々で最適な長さがあり、長くとったからといって健康にな睡眠時間はその人、その時々で最適な長さがあり、長くとったからといって健康にな

るわけではありません。るわけではありません。

眠れないからといってお酒を飲みすぎない

　寝酒は眠気を誘い、寝つきを改善することも

ありますが、夜間後半の睡眠を不安定にし、か

えって熟睡感がえられなくなります。

　寝酒に頼るよりは医師の診断により、睡眠薬

を使用する方が眠りの質も健康を守る上でも効

果的です。

朝起きたらまずカーテンを開け、朝日を浴びる

　私たちの体には体内時計が備わっており、そ

のリズムにしたがって体の様々な活動が行われ

ています。

　例えば、朝目覚め、夜眠くなるのも体内時計

のリズムにしたがって体温等の調節が起こるた

めです。朝の太陽光をあびて、体内時計をリセ

ットすることが大切です。

寝る前はリラックスの時間をもつ

　ぬるめのお風呂で適切な時間ゆったりする、

寝床で軽いストレッチをして体をほぐす、ゆっ

たりと本を読むなど。

昼寝は短く 20～ 30分、午後３時までに

　必要以上に長く寝すぎると目覚めの悪さが生じるため、30分以内

の仮眠が望ましいです。

定期的な運動習慣を

～日中と夜の体温差が

快眠につながります～

　理想は１日 30分以

上の歩行または習慣的

な運動を週５日以上行

うことです。
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明治～昭和（戦前）には、どのような
歴史があったのですか？

人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その292〕

同和問題を知っていますか

○
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
は
…

　

同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴

史
的
発
展
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身

分
的
差
別
に
よ
り
、
今
日
に
お
い
て

も
、
同
和
地
区
に
生
ま
れ
た
又
は
住

ん
で
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
根

拠
の
な
い
言
い
伝
え
や
偏
見
に
よ
っ

て
差
別
さ
れ
、
全
て
の
国
民
に
保
障

さ
れ
て
い
る
は
ず
の
基
本
的
人
権
が

完
全
に
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
重
大
な
人
権
問
題
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
残
さ
れ

て
い
る
の
は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て

正
し
く
学
ん
で
い
な
い
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
す
。
同
和
問
題
の
解
決
の

た
め
に
は
、
正
し
く
理
解
・
認
識
す

る
と
と
も
に
、
世
間
体
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
自
分
自
身
で
考
え
、
行

動
し
て
い
く
態
度
を
養
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
結
婚
や
就
職
の
際
に
、
出
身
地
を

理
由
に
差
別
さ
れ
る
こ
と

　

出
身
地
を
理
由
に
結
婚
に
反
対
し

た
り
、
就
職
の
際
の
採
用
選
考
時
に

本
人
の
能
力
や
適
性
と
は
関
係
の
な

い
不
適
切
な
質
問
が
行
わ
れ
た
り
す

る
等
の
事
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
差
別
表
現

や
差
別
情
報
が
流
さ
れ
る
こ
と

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
匿
名
性
を
悪

用
し
た
、
同
和
地
区
を
誹
謗
中
傷
す

る
差
別
的
な
書
き
込
み
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・
不
動
産
売
買
等
に
お
け
る｢

土
地

差
別｣

　

都
市
開
発
、
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
等

に
際
し
て
、
特
定
の
地
域
に
対
す
る

差
別
調
査
が
行
わ
れ
た
り
、
不
動
産

売
買
に
お
い
て
同
和
地
区
の
物
件
が

避
け
ら
れ
た
り
す
る
状
況
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

・
職
権
の
悪
用
等
に
よ
る
戸
籍
謄
本

等
の
不
正
取
得

　

一
部
の
司
法
書
士
や
行
政
書
士
等

が
職
務
上
の
権
限
を
利
用
し
て
、
他

人
の
戸
籍
謄
本
等
を
不
正
に
取
得
す

る
と
い
っ
た
事
件
が
相
次
い
で
発
覚

し
て
い
ま
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
？

　

熊
本
県
で
は
▼
熊
本
県
部
落
差
別

事
象
の
発
生
の
防
止
及
び
調
査
の
規

制
に
関
す
る
条
例
▼
熊
本
県
人
権
教

育
・
啓
発
基
本
計
画
な
ど
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

解 放 令
　明治４（1871）年に太政官が公布した賤民制
度の廃止を目的とする布告の略称です。これによ
り、法律、制度上の身分は廃止となりました。し
かし、国による生活の保障や差別をなくすための
具体的施策がなかったため、差別の解消は進みま
せんでした。

壬申（じんしん）戸籍
　明治５（1872：壬申）年に全国的な規模で作
られた、我が国最初の戸籍のことです。戸籍とは、
その人の本籍、氏名、生年月日、家族との関係な
どを登録して公に証明するものです。当時、この
戸籍には華族・士族・平民などの新身分が記入さ
れ、さらに同和地区住民の身分については新たな
呼称で記入するという例がありました。
　昭和43（1968）年に国が戸籍の閲覧禁止の
通達を出すまで第三者が閲覧でき、差別に利用さ
れてきたことが、今日まで差別を残す原因の一つ
となっています。

水 平 社 運 動
　明治４（1781）年の解放令が画期的な出来事
であったものの、実質的な解放につながらなかっ
たことから、大正時代に入ると、大正デモクラシー
という社会情勢を背景に、自らの力で解放を勝ち
取らなければならないという自覚と団結の必要性
により、部落差別をなくすための運動が起こりま
した。これを水平社運動といいます。
　大正11（1922）年３月３日、京都市の岡崎
公会堂で、全国から集まった多くの人々によって、
全国水平社の創立大会が開催されました。大会で
は、「人の世に熱あれ、人間に光あれ」と結んだ水
平社結成の宣言が採択されました。これにより、
水平社運動は全国に広がり、差別と貧困を生み出
す社会の非民主的なしくみをなくす闘いが推し進
められました。
　その結果、同和地区の人々の基本的人権に関す
る自覚を高めたこと、部落差別の不合理性につい
ての社会認識を普遍化したことなど、水平社運動
が果たした役割には大きいものがありました。

（熊本県人権啓発資料より）

さ
ま
ざ
ま
な
人
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題
⑤
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！
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My Adventure in Kashima Begins!
　Hello everyone! Bonjour tout le monde! My name is 
Lily McDermott, and I come from Toronto in Canada. 
Did you know that both English and French are the 
official languages of Canada?
　I want to tell you briefly about what some of the things 
I thought before I arrived in Kashima. In May of this 
year, I received notification that I would be working in 
Kashima. At the time, scarcely a month had passed 
since the Kumamoto earthquakes. In Toronto, there are 
almost never any earthquakes, and my family was very 
concerned about me. Is my apartment damaged? Are the 
children of Kashima OK? I was concerned about a lot of 
things too.
　My professor back home in Canada, Norio Ota, gave 
me much encouragement, and I resolved again that I 
would go to Japan. Since coming here, I have been very 
well taken care of by people working hard at the Board 
of Education. As a result, I have been able to start my life 
here in Kashima smoothly. I even had the opportunity to 
meet the mayor of Kashima town, danced Otemo yan
Soodori at Hinokuni festival as part of the Prefectural 
Office team and got to take a picture with Kumamon 
himself. My first week here was absolutely wonderful.
　I am really happy to be living here in Kashima now. 
While I am here, I want to do anything that I can to help 
the people of Kashima town. If you ever see me walking 
around in the the town, please do not hesitate to call out 
to me! From now on, yoroshiku onegaishimasu!

嘉島冒険、始まるばい！
　はじめまして！ハローエブリワン！（英語）ボン
ジュールトラモンド！（フランス語）
　私の名前はマクダーモット・リリーです！カナダの
トロントという都市からやってきました。皆さんは、
カナダの公用語が英語とフランス語であるということ
を知っていますか？
　五月のはじめ、私が嘉島町で働くことになるという
手紙が届きました。その時、熊本地震から一ヶ月しか
経っていませんでした。トロントでは、地震などの災
害はほとんどなく、親は私が嘉島町に行くことを大変
心配しました。私は、嘉島の子どもたちは無事なのか、
私が住む予定のアパートは被害を受けたのか等、いろ
いろと心配をしました。
　しかし、カナダでの私の恩師である太田教授の激励

を受けて、改めて日本に行くことを決心しました。こ
ちらに来てからは、教育委員会の方々に大変お世話に
なりました。おかげで嘉島での生活をスムーズにス
タートすることができました。また、嘉島町の町長に
お会いする機会をいただいたり、火の国まつりで県庁
職員の方々とおてもやん総踊りに参加したりして、く
まモンと写真を撮ることもでき素晴らしいスタートの
一週間になりました。
　私は今、嘉島に住むことができて非常に嬉しいです。
私はこの町にいる間に、嘉島町の人たちのためにでき
ることを一生懸命頑張って応援していきたいです。皆
さんも私を見かけたら、いつでも気軽に声をかけてく
ださい。これからよろしくお願いします！

   （平成 28年８月 10日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

荒木町長に
ごあいさつ

火の国まつりで
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中冨　桃香さん
（嘉島東小学校５年）

蜂屋　周子さん（北甘木） 坂本　文子さん（下仲間）
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の
実
家
の
庭
よ
り
移
し
た
る
メ
ラ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
花
を
咲
か
せ
り 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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今
夏
は
ひ
と
き
わ
暑
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
震
の
本
震
か
ら
４
カ
月
。
旧
盆
で
も
あ
る

８
月
16
日
、
町
慰
霊
祭
を
開
催
、
犠
牲
に
な
ら

れ
た
４
人
の
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

し
、
復
興
を
お
誓
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

水
の
郷
ま
つ
り
は
、「
こ
う
い
う
と
き
こ
そ

町
に
元
気
を
」
と
あ
え
て
開
き
ま
し
た
。
幸
い

大
勢
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
町
村
会
役
員
会
の
視
察
で
は
、
２
０
０
４

年
の
中
越
地
震
で
被
災
し
復
興
を
果
た
し
た
新

潟
県
山
古
志
村
を
訪
問
。「
み
ん
な
の
心
を
一

つ
に
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
学
び
ま
し
た
。

　

復
興
へ
向
け
た
５
つ
の
基
本
方
針
を
発
表
し

ま
し
た
。
新
た
な
企
業
誘
致
も
実
現
し
ま
す
。

被
災
者
の
生
活
再
建
、
定
住
促
進
な
ど
、
心
を

一
つ
に
し
て
地
震
前
を
上
回
る
復
興
を
果
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
（
８
月
31
日
）

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

川
越　

士
義
人　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

平
成
28
年
８
月
18
日
現
在

一　

般　

寄　

付

８月の
　　 町長の動き

荒木町長談

 1 日 ・長期派遣職員辞令交付式・庁内常会
 ・金剛訪問・自衛隊父兄会役員会・野田三郎

氏お別れ会
 2 日 ・御船地区衛生施設組合管理者会議、組合議会
 ・肥後銀行常務来庁応対・法務局来庁応対
 ・ＪＡ上益城常務来庁応対
 3 日 ・嘉島町民生委員推薦会
 ・日本建築家協会来庁応対
 ・静岡県菊川市長来庁応対
 ・千里殖産社長来庁応対
 ・新規 ALT 着任挨拶応対
 4 日 ・国土交通省に災害公営住宅の建設等に関す

る要望
 5 日 ・震災復興ブラン説明応対
 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
 ・タケダコーポレーション来庁応対
 6 日 ・全国国公立幼稚園こども園ＰＴＡ全国大会

熊本大会開会式 ・かしま水の郷まつり
 8 日 ・課長会議・非常勤職員辞令交付式
 ・かしま水の郷まつり御礼訪問
 ・熊本農林統計協会（第 52 回）通常総会
 9 日 ・益城クリーンセンター管理者会議、定例会
 ・上益城消防組合管理者会議、議会
10 日 ・九州地域づくり協会来庁応対・熊本県副知

事訪問
 ・熊本県公立学校施設整備期成会事務局来庁

応対
 ・第８師団創隊 54 周年及び北熊本駐屯地開

設 59 周年記念行事
12 日 ・熊本県農業信用基金協会理事会
 ・ＲＫＫ取材応対・くまもと経済取材応対
 ・熊日池田支局長来庁応対
13 日 ・金剛会長宅訪問
15 日 ・課長会議・ＪＡ上益城組合長来庁応対
 ・熊本県戦没者追悼式
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
16 日 ・上益城広域連合正副連合長会議、議会
 ・金剛来庁応対・熊本地震犠牲者慰霊祭　
17 日 ・熊本県町村会研修（～ 19 日）
20 日 ・山本農林大臣かしま広域農場視察応対
21 日 ・かしま広域農場通常総会、親睦会
22 日 ・課長会議・非常勤職員辞令交付式　
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・熊本県道路利用者協会理事会
23 日 ・自衛隊父兄会総会・国民健康保険運営協議会
 ・御船地区衛生施設組合来庁応対
24 日 ・随時監査及び決算審査報告応対
 ・土地改良事業団体連合会来庁応対
 ・北九州市危機管理室来庁応対
 ・中能登町長等来庁応対・金剛訪問
25 日 ・熊本県社会福祉協議会理事会
26 日 ・第 10 回地震災害対策会議
 ・上、下仲間地区計画地権者説明会
29 日 ・天草市へ人的支援の御礼訪問
30 日 ・伊万里市へ人的支援の御礼訪問
 ・長崎県町村会、長崎県波佐見町へ見舞金の

御礼訪問
31 日 ・九州中央自動車道路促進期成会地方大会

中越地震から復興を果たした新潟県山古志村を県町村会
で視察、地元テレビ局の取材を受ける荒木町長

　

左
記
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の

た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
と
香

典
返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
芳
志
に

沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

西
川　

英
二　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

照
子　

様

　

上
田　

敬
也　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

マ
サ
コ　

様

　

松
坂　

笑
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

辰
喜　

様

　

三
宅　

勝
次　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

昭
子　

様

　

吉
永　

秀
明　

様
（
熊
本
市
）

　
　
　

亡　

フ
サ
メ　

様

　

鍬
先　

修
二　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

ミ
ツ
子
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嘉島町の人口動態
平成28年８ 月31日現在

（前月比）

人   口 9,135 人　

　男　　 4,399 人　

　女　　 4,736 人

世帯数　 3,382 世帯　（－ 6）

― 24 ―

　
水
の
郷
ま
つ
り
は
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
こ
の
祭
り
が
開
催
さ

れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
な
が
ら
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

　
私
は
と
い
う
と
、
初
め
て
の
長
丁

場
の
取
材
に
花
火
の
色
も
分
か
ら
な

い
ぐ
ら
い
あ
た
ふ
た
し
、
同
僚
の
協

力
を
得
て
何
と
か
撮
影
終
了
と
な
り

ま
し
た
（
表
紙
参
照
）。
で
も
会
場

い
っ
ぱ
い
の
お
客
様
の
喜
ぶ
顔
を
見

て
幸
せ
な
一
日
で
し
た
。
　
　（
係
）

　東部幼光保育園で８月19日に開
かれた、ヴァイオリン＆ピアノデュ
オＯＲＡＮＧＥのコンサート。園児
は、大好きな曲が演奏されると、目
を輝かせて大きく口を開け、元気よ
く歌っていました。＝５ページ参照

大きな口で元気よく！

　（－ 2）

　（－18）

　（－20）

９月11日（日） たかぞえ内科・循環器内科クリニック( 御船町）
  ☎２８２－００７０
９月18日（日）　山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
９月19日（月・祝） 　榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
９月22日（木・祝）  藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５
９月25日（日） 西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
10月２日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３
10月９日（日） 御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６
10月10日（月・祝） 　泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６
10月16日（日） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

にいに、ねえね、いつも遊んでくれてありがとう
ご両親：名嘉眞仁さん・美沙樹さん　(井寺)

名
嘉
眞
　
漣
（
れ
ん
）
く
ん

平
成
27
年
10
月
29
日
生

内
田
　
妃
音
（
ひ
な
の
）
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
４
月
９
日
生

いっぱい食べて大きくなるぞ！
ご両親：内田寛己さん・悠香さん(上六嘉)


